
山形県教育局生涯教育・学習振興課

　子どもとの話が「～しなさい」「まだなの」と指示するよ
うな言葉が多くなってしまいます。特に平日は子どもと
ゆったりとした時間を作ることができません。
　寝る前に子どもが読みたい本を読み聞かせしています。
それだけで親子でゆったりした気持ちになり、安心した時
間を過ごして寝ることができます。

　子どもの話を最後まで聞こうと思うのですが、ついつい
子どもの話を先読みして、私が先にしゃべってしまいます。
　子どもの気持ちや考えを受け止めるために、話の途中で、
いろいろなことに気づいても最後まで話を聞くようにし
ています。

　大人になってきたのか、息子が私の問いかけに対して、
返事を返してきません。
　子どもが話しかけてきたら、しっかりと聞くことで、い
つも見守っているという姿勢を示すようにしています。

先輩パパ・ママの体験談先輩パパ・ママの体験談

毎日同じくらいの時刻に起きて、朝食を食べている人は、学力調査で正答率が
高い傾向にあります。（R5全国学力・学習状況調査より）

※１　子どもの頃　親にほめられながら、がまんする心や社会のルール等を教
えてもらえた人は、「物事に前向きに取り組む意欲」が高くなる傾向にあります。

カーテンを開
けて、部屋に
朝日を入れま
しょう

はじめの一歩はじめの一歩

※２　　　　　　　学ぶ意欲が高かったり、夢中になって外で遊んだりした
　　　子どもの頃　家族との愛情や絆を感じていた
　　　　　　　　　近所の人にほめられたり、教えてもらったりした　
このような経験をした人は、「コミュニケーション能力」や「自己肯定感」「へこ
たれない力」が高くなる傾向にあります。

子どもの話を
最後まで聞く
ようにしまし
ょう

はじめの一歩はじめの一歩

※1．2　国立青少年教育振興機構調査報告 (2018)より

今日は、
6時30分までよ。
あと10分。

おはよう。
ちゃんと自分で起きられたね。
一緒に朝ご飯を食べよう。

おはよう。

今日はゲーム
何時までの
予定なの？

約束の時間だね。
自分から始められ
ていいね。

よかったね。
どんな楽しいことが
あったの？

そろそろ宿題
やろうかな。

お父さん。
学校で楽しいこと
があったのよ。

近所のおばあちゃんの郷土料理
教室楽しかった。家でも作って

みようかな。

楽しかったんだね。
一緒に作るから教えて。

　　　　　

家庭教育に関する連携協働検討部会 ／ 山形県教育委員会

生活習慣づくり生活習慣づくり生活習慣づくり生活習慣づくり
親子一緒の親子一緒の親子一緒の親子一緒の

を提案します。を提案します。

家庭教育電話相談
「ふれあいほっとライン」
家庭教育電話相談

「ふれあいほっとライン」

子育ての不安や悩みなど
について、相談員が一緒
に考えます。
子どもさんからの相談
にも応じます。
お電話お待ちしています。

◎学校へ行きたいけれど、行くのがつらい
◎学習が遅れていかないか心配になってきた
◎日中に、お家以外の場所ですごしたい
◎同じ悩みをもつお家の人どうしで話がしたい

不登校についての不安や悩みについて
話をしてみませんか

不登校についての不安や悩みについて
話をしてみませんか

※二次元バーコードを読みとると、教育支援センターや、
　民間支援団体の情報を見ることができます。
※民間支援団体は、掲載している以外の団体もあります。
※不登校児童生徒に対する効果的な支援を推進するため
　2017年より「教育機会確保法」が施行されています。

＜教育支援センター＞ ＜民間支援団体＞

子どもの生活習慣
づくり応援
（山形県HP）



体験や学びを通した子どもの成長を具体的に認めることが、自信や意欲につなが
ります。
【例】「できるようになるまで、よくがんばったね。」

お手伝いなどを通した日常の体験が、生きた学びにつながります。
【例】 ジュースを半分に分けたとき、果汁の割合も半分になり、味が薄まってしまうのか

を考える。
　　雪かきを通して、気温による雪質の違いを実感したり、仕事の段取りについて考えたりする。

身の回りの様々な不思議や感動に対して「なぜ？」と問うことが、深い学びにつな
がります。

大人が新聞や本を読むなどの学ぶ姿を示すことが、子どもの主体的な学びにつな
がります。

※家族と一緒の空間で学習する家庭では、子どもに家庭学習の習慣が身に付きやすい傾
向にあります。

時間を効果的に使って学習する習慣につながります。

生活習慣づくりのポイント

　変化の激しい社会の中でたくましく生き抜くために、「実際の社会や生活で
生きて働く知識や技能」、「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表
現力」、「学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間
性」などが求められており、各学校では探究的な学びを大切にしてこれらの力を
育んでいます。全国的な調査によると、家庭学習時間がしっかり確保され、学校
での出来事が話題になる家庭では、子どもの学習意欲が高まるという結果が見
られます。子どもの探究心と家庭学習をつなぐことを大切にしていきましょう。


